
　師走の恒例行事として「餅つき大会」が、毎年中庭で行われていました。もち米をせいろで蒸す

ところから始まり、昔ながらの杵と石臼で餅をつきました。

　つきあがった餅をもちとり粉でまぶして、思い思いの大きさに丸めていきます。見ているだけで

も楽しく心が温まるものでした。そんな餅つき大会は、平成25年を最後に中止することとなり、

今では年末の懐かしい思い出となりました。
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　全国秋の火災予防運動に合わせて、令和3年11月25日に非難訓練を実施しました。今回は、

　12月に恒例のクリスマス会を開催しました。今年は各病棟ごとの実施となりましたが、

ピアノ演奏や1年間の活動を振り返るスライドショーを一緒に鑑賞しました。

　参加者と製作の楽しみを共感しながら、今回も個性豊かな作品が仕上がりました。

を受けました。

　阿多地区公民館元気作り委員会の一つで、小学生を対象としたスノードーム作りに地域

連携室スタッフが講師として参加しました。この教室も3回目、保護者を含め16名の参加

があり、コロナ対策を行いながらの実施となりました。

　皆さんが毎年楽しみにされているプレゼントは「じゃんけん大会」を行い、お菓子はミニケ

ーキを美味しそうに食べていました。まだまだコロナ禍ではありますが、今年もたくさんの行

事を企画・実施していきたいと思います！。

　4日間という短い実習でしたが、精神科の特徴を知るだけでなく、実際

―　ワタキューセイモア（株）様の出張販売　―

　令和3年6月28日～12月2日の期間で鳳凰高校看護学科専門課程の学生（10グループ総数89

名）が、昨年に引き続き当院にて精神看護実習に臨みました。

　令和３年11月21日(日)、当院リハビリテーション棟1Fホールにて、6月開催の夏物衣料に続き、

冬物衣料品販売会が開催されました。

今回もコロナ感染拡大防止に配慮し、密を避けるために各病棟単位での来場時間を設定し実施しま

した。皆さん久しぶりの買い物の雰囲気を満喫されていました。

　あけましておめでとうございます。コロナ禍の中で迎える二度目の正月となりました。国内の感

染者数は、ワクチン接種などによる効果で大幅に減少しましたが、新しい変異株の出現で、まだま

だ予断を許さない状況です。当院に於きましても、昨年の三月より約半年間かけて、約七百名以上

の地域の皆様方にワクチン接種を無事に終えることができました。当院と致しましても、地域医療

の一翼を担うことができ、大変心うれしく思っております。先の見えない状況は、しばらく続きそ

ります。

また患者様の個別性を重視することで、安心して楽しく過ごせる環境を提供できることを学び、

例年よりシンプルな作品が多い印象

将来臨床の場で活かしていきたいです。

うですが、一日も早く皆様が元の生活に戻れることを願いつつ、当法人は地域医療に貢献してまい

　本年も尚人会並びに職員一同をよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　橋口京子

に体験することで患者様の思いを知り、受容と傾聴することの大切さを知ることができました。 昼間想定で行い、非常ベルの音と火災発生場所の放送後、直ぐに初期消火および患者さんの

避難誘導を行いました。グラウンドでは実際に消火器を使っての訓練も行いました。

実習生の感想です


